
１．申請書、添付書類の内容

備考
採石計画認可申請書（規則様式第１号）

□

採石場の所在地が記載され、図面等により確認できるか。 □
採石場の面積が記載され、面積計算書等と一致しているか。 □

採取場の区域に河川、道路等の敷地は含まれていないか。 □
その土地で他に採石業等を行っている者がいないか。 □

□
採取の期間が記載され、適正であるか。（規則で定められたものであるか。） □

新規、継続採石場の別 新規 ・ 継続
直前の認可における命令、指導の有無 命令 有 ・ 無

指導 有 ・ 無
申請日から２年以内の命令の有無 有 ・ 無

規則様式第１号の添付書類
位置図が添付されているか。 □
見取図が添付されているか。 □
実測平面図が添付されているか。 □
計画横断図が添付されているか。 □
計画縦断図が添付されているか。 □
丈量図が添付されているか。 □
公図が添付されているか。 □
現況写真が添付されているか。 □
採石業者登録証の写しが添付されているか。 □
土地関係調書（要綱様式第８号）

隣接地の状況が図面等で確認でき、内容に相違はないか。 □
採石場の区域の土地の同意書・契約書等は添付されているか。 □

契約期間、同意期間は適正か。 □
その土地に関して第三者に対抗できる権利を有する者の同意が得られているか。 □

地元公共団体等との協議書、協定書が必要な場合に、添付されているか。 □

関係法令の適合の有無は正しいか。 □
関係法令の処分を受けたことを示す書面、又は申請書の写しが添付されているか。 □

採石跡地資金計画（規則様式第２号）
積算額と認可計画と整合性が図られているか □
防災工事費用と必要資金確保と整合性が図られているか □
確保すべき資金計画は妥当なものか □
規則様式第２号の添付書類

貸借対照表及び損益計算書 □
採石施工計画（規則様式第６号）

それぞれの工程ごとの工期が記載され、その期間が合理的に必要な期間であるか。 □
掘削勾配及び平均勾配が記載され、図面等と整合が図られているか。 □
確保すべき保全距離が記載され、掘削作業計画と整合が図られているか。 □
規則様式第６号の添付書類

計画見取図が添付されているか。 □
計画平面図が添付されているか。 □
標準断面図は添付されているか。 □
プラント工程図が添付され、適正な工程となっているか。 □

掘削作業計画（規則様式第７号）
採石が段階をおって行われる場合は、段階毎の掘削計画が策定されているか。 □

□

□

進入防止措置が図られているか。 □
保全距
離

＞ 基準値 □

掘削勾配は、表土、岩種に応じ基準値以内であるか。また、図面と整合が図られているか。 表土 ＜ 基準値
原石 ＜ 基準値

表土除去の幅が、基準のとおり確保されているか。 ＞ 基準値 □
小段幅
小段高

＞
＞

基準値
基準値

□

掘削時に設置する小段の幅、小段の高さは基準値を満たしているか。 小段幅 ＞ 基準値 □
小段高 ＞ 基準値

騒音等発生防止措置が図られているか。 □
火薬を使用するか。 有 ・ 無

火薬使用の期間は適正か。（早朝、深夜の発破を行っていないか。） □
発破箇所への進入防止措置が図られているか。 □

破砕選別の方法は湿式か乾式か。 湿式 ・ 乾式
破砕・選別施設の稼働時間は適正か。（早朝、深夜の発破を行っていないか。） □
防音・防振・防塵の措置は図られているか。 □

業務管理者の管理監督計画が記載され、適切な監督が行われているか。 □
規則様式第７号の添付書類

岩石の賦存の状況を示す資料が添付されているか。 □

採石計画認可申請書審査表

申請者の住所、氏名（法人にあっては名称及び代表者の氏名）、登録年月日及び登録番号が記
載されているか。

採取をする岩石の種類及び数量が記載され、適正であるか。

採石場の所在地　

岩石の種類　　 採石場の面積 　                    　㎡

岩種は事前調査により得られた結果と一致しているか。既に採取を行っている切羽により確認
を行った場合は、現地で確認ができるか。

関係法令調書（要綱様式第９号）

最終高低差が基準値以内であるか。基準値を超えている場合は、基準に従った除外用の小段
が設置されているか。また、設置する小段の高さは基準値以内であるか。

□

採取する数量は認可申請期間内に採取可能な数量であり、かつ機械設備等から判断し妥当
なものであるか。

隣接地との保全距離は図面等により確認でき、また保全距離はそれぞれの利用状況に応じ基
準値以上確保されているか。

採取量　

認可期間　　　



土堤等の構造物を設置する場合、その構造物の安定計算書が添付されているか。 □
安定計算の結果、構造物が安定していることが確認できるか。 □

土堤等の構造物を設置する場合、その構造物の構造図が添付されているか。 □
切土・盛土・埋戻しの土量計算書が添付されているか。（種類ごとのもの） □
隣接地の利用状況及び採石場と隣接地との関係が分かる図面が添付されているか。 □

隣接地の利用状況に応じた保全距離が確保されているか。 距離 ＞ 基準値 □
管理・監督を行う業務管理者の試験合格証が添付されているか。 □
災害発生時の連絡系統図が添付され、適切な組織体制又は緊急時の連絡系統が記載されているか。 □

岩石運搬計画（規則様式第８号）
搬出経路が記載され、図面で確認できるか。 □
製品運搬作業の時間が記載され、適切であるか。（早朝、深夜に搬出を行わないか。） □
粉塵の発生防止措置が図られているか。 □
公害等汚損防止措置が図られているか。 □
過積載防止措置が図られているか。 □
交通事故防止等の措置が図られているか。 □
規則様式第８号の添付書類

私道等を利用する場合、その道路の管理者の同意書が添付されているか。 □
国道、又は県道に至るまでの搬出経路が分かる図面が添付されているか。 □
洗車場を設置する場合、その構造図が添付されているか。 □

汚濁水等処理計画（規則様式第９号）
採石が段階をおって行われる場合は、段階毎の排水計画が策定されているか。 □
採石場に設ける水路が、各水路毎に必要な項目が記載されているか。 □

各水路毎に、流下能力は想定流出量を満足できるものであるか。 流下能力 ＞ 流出量 □
採石場に設ける沈砂池が、各沈砂池毎に必要な項目が記載されているか。 □

各沈砂池毎に、処理能力は対象流入量を満足しているか。 処理能力 ＞ 流入量 □

□

放流先の水路等の開発前後の流出量が記載され、許容流下量以下のものであるか。 流出量 ＜ 許容流下量 □
規則様式第９号の添付書類

排水系統図が添付されているか。 □
水理計算書が添付されているか。 □
水路、沈砂池等の排水施設の構造図が添付されているか。 □
沈砂池等にたい積したヘドロの堆積場所を示す図面が添付されているか。 □
排水先の水路が用水路等である場合、その管理者の同意書が添付されているか。 □

採取跡地整備整理計画（規則様式第１０号）
残壁の崩壊等を防止する措置が図られているか。 □
掘削後の残壁の勾配は基準値以内であるか。 勾配 ＜ 基準値 □
掘削後残壁に小段が設けられ、その幅、設置する高さ等は基準値を満たしているか。 小段幅 ＞ 基準値

小段高 ＞ 基準値
採石場内への進入防止措置が図られているか。 □
採取跡地が窪地等である場合に、転落防止措置が図られているか。 □
採石が段階をおって行われる場合は、段階毎の緑化計画が策定されているか。 □
規則様式第１０号の添付書類

採取跡地に土留等の施設を設ける場合は、その構造計算書が添付されているか。 □
安定計算の結果、構造物が安定していることが確認できるか。 □

採取跡地に土留等の施設を設ける場合は、その構造図が添付されているか。 □
緑化計画に係る図面が添付されているか。 □

廃土等堆積計画（規則様式第１１号）
堆積方法が記載され、適切な方法であるか。 □

１層毎の堆積高さは適切であるか。 層の高さ ＜ 基準値 □
脱水ケーキを堆積する場合に、その安定化措置が行われ、適切なものであるか。 □
脱水ケーキ、処理土等が環境関係法令に適合していることが確認されいているか。 □
場外水を排除する水路施設を設置する場合は、その規模、構造が記載されているか。 □

水理計算書等により、適切な規模であることが確認できるか。 流下能力 ＞ 流量 □
場内水を排除する水路施設を設置する場合は、その規模、構造が記載されているか。 □

水理計算書等により、適切な規模であることが確認できるか。 流下能力 ＞ 流量 □
堆積場の維持管理のための措置が講じられているか。 □

点検内容が適切であり、記録簿の保管状況は適切か。 □
規則様式第１１号の添付書類

堆積場の位置図が添付されているか。 □
堆積場の平面図が添付されているか。 □
堆積場の横断図が添付されているか。 □
堆積場の縦断図が添付されているか。 □
堆積場の標準断図が添付されているか。 □
汚泥処理に関して、保健所等に提出した書類が添付されているか。 □

□

廃土・廃石の発生計算書が添付されているか。 □
廃土・廃石（脱水ケーキの処理土）の堆積安定計算書が添付されているか。 □

安定計算の結果、堆積物が安定していることが確認できるか。 安全率 ＞ 基準値 □
堆積場内の排水系統図が添付されているか。 □
水理計算書が添付されているか。 □
土留施設、水路、沈砂池等の排水施設の構造図が添付されているか。 □

２．指導・処分の状況
（１）条例による指導・指導命令の有無 有　　・　　無

有の場合は内容：

（２）法による処分の有無 有　　・　　無
有の場合は内容：
　

（３）改善措置等の実施状況 完了　　・　　実施中　　・　　未実施

実施中の場合は完了予定時期、未実施の場合はその理由：

（４）認可の基準に該当する事項の有無 有　　・　　無
有の場合は内容：

３．その他

備考　補正をさせた場合には、補正の内容、指示年月日、再提出年月日等を記録し、審査表に添付すること。なお、補正の指示は文書で行うこと。

貯留施設への流水経路が記載され、図面等から確認でき、また図面等と整合が図られている
か。

□

脱水ケーキ（処理土等）が産業廃棄物でないことの確認を受けたことを証する書面が添付さ
れているか。



１．申請書、添付書類の内容
参照項 備考

採石計画認可申請書（規則様式第１号）
７４，０００円分の収入証紙が所定の欄に貼付られているか。 □

□

採石場の所在地が記載され、図面等により確認できるか。 □
採石場の面積が記載され、面積計算書等と一致しているか。 □

採取場の区域に河川、道路等の敷地は含まれていないか。 □
その土地で他に採石業を行っている者がいないか。 □

最終高低差が記載され、適正であるか。 □
境界明示の方法が記載され、明示の方法が規則で定められたものであるか。 □

□

採取の期間が記載され、適正であるか。（規則で定められたものであるか。） □
採石業務従事者数が記載されているか。 □
岩石の賦存状況が記載され、適正であるか。 □
採取岩石の用途が記載され、適正であるか。 □
掘削勾配を確保するための設備が記載され、適切な方法であるか。 □
規則様式第１号の添付書類

採石業者登録証の写しが添付されているか。 □
土地関係調書（要綱様式第８号）

採石場の区域に含まれる土地がすべて記載されているか。 □

□

隣接地の状況が図面等で確認でき、内容に相違はないか。 □
同意・所有・契約の関係に相違はないか。 □
実測面積は、面積計算書と整合が図られているか。 □
採石場の区域の土地の登記事項証明書がすべて添付されているか。 □
採石場の区域に隣接する土地の登記事項要約書がすべて添付されているか。 □
採石場の区域の土地の同意書・契約書等は添付されているか。 □

契約期間、同意期間は適正か。 □
採石場の区域のすべての土地について同意が得られているか。 □
採石場の区域に隣接する土地の所有者の同意が得られているか。 □
その土地に関して第三者に抵抗する権利を有する者の同意が得られているか。 □

関係法令の適合の有無は正しいか。 □
自然公園法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
農地法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
急傾斜地法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
地すべり防止法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
砂防指定地管理条例 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
公有水面埋立法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
森林法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
河川法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
国有財産法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
大気汚染防止法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
水質汚濁防止法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
騒音規制法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
廃掃法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
鳥取県景観形成条例 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
道路法 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □
鳥取県開発事業指導要綱 許可・申請年月日 　年 　月 　日 □

関係法令の処分を受けたことを示す書面、又は申請書の写しが添付されているか。 □
地元公共団体等との協議書、協定書が必要な場合に、添付されているか。 □
位置図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
見取図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
実測平面図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
標準断面図に採取計画を記載したものが添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
計画横断図が添付されているか。 □

採石場の区域に含まれる土地について、地目、所有者等が登記事項証明書と整合が図ら
れているか。

関係法令調書（要綱様式第９号）

採石計画認可申請書チェックリスト

申請者の住所、氏名（法人にあっては名称及び代表者の氏名）、登録年月日及び登録番号が記
載されているか。

採取をする岩石の種類及び数量が記載され、適正であるか。（数量にあっては採取期間内に採
取するに妥当な数量であるか。）

採石場の所在地　

採石場の面積

採取量　

岩石の種類　　

認可期間　　　　平成　　年　　月　　日　　～　　平成　　年　　月　　日　　　　（認可の日から　　年）



記載要領に従った事項が記載されているか。 □
計画縦断図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
丈量図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
公図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
現況写真が添付されているか。 □

採石跡地資金計画（規則様式第２号）
積算額と認可計画と整合性が図られているか □
防災工事費用と必要資金確保と整合性が図られているか □
確保すべき資金計画は妥当なものか □
規則様式第２号の添付書類

貸借対照表及び損益計算書 □
採石施工計画（規則様式第６号）

それぞれの工程ごとの工期が記載され、その期間が合理的に必要な期間であるか。 □
それぞれの工程ごとに使用する機械が記載され、機械配置が妥当なものであるか。 □
それぞれの工程ごとに使用する施設等が記載され、それらが適正なものであるか。 □

□

掘削勾配及び平均勾配が記載され、図面等と整合が図られているか。 □
掘削勾配及び平均勾配は基準値を満たしているか。 □

確保すべき保全距離が記載され、掘削作業計画と整合が図られているか。 □
保全距離は隣接土地の利用状況に応じた基準値を満たしているか。 □

規則様式第６号の添付書類
計画見取図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
計画平面図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
プラント工程図が添付され、適正な工程となっているか。 □

掘削作業計画（規則様式第７号）
岩石採取が段階をおって行われる場合は、段階毎の掘削計画が策定されているか。 □
原石の種類は、岩石の種類から判断して適当なものであるか。 □

□

□

□
用途は岩種に応じた用途となっているか。 □
岩石の種類の確認が事前に行われているか。 □
岩石の賦存の状況が記載され、その内容が適切か。 □
岩石の賦存の状況の確認が事前に行われているか。 □
森林法の適用を受けるものであるか。 要　・　不要
進入防止措置が図られているか。 □
周辺土地の利用状況が記載され、図面等と整合が図られているか。 □

□

掘削方法が記載されているか。 □
掘削用機械が記載され、採取量からみて妥当な設備であるか。 □
掘削勾配は、表土、岩種に応じ基準値以内であるか。また、図面と整合が図られているか。 □
勾配の確認するための措置が図られているか。 □

□

表土除去の幅が、基準のとおり確保されているか。 □

□

掘削時に設置する小段の幅、小段の高さは基準値を満たしているか。 □
作業平地は、作業を行うのに安全な幅であるか。 □
騒音等発生防止措置が図られているか。 □
火薬を使用するか。 有　・ 無

使用数量は適正か。 □
火薬使用の周知措置が図られているか。 □
火薬使用の期間は適正か。（早朝、深夜の発破を行っていないか。） □
火薬の使用方法は適正か。 □
発破箇所への進入防止措置が図られているか。 □

場内運搬用機械は適正か。 □
破砕選別の方法は湿式か乾式か。 湿式　・ 乾式

破砕・選別施設は設置するか。 □
破砕・選別施設の稼働時間は適正か。 □
防音・防振・防塵の措置は図られているか。 □

製品の堆積場所、堆積の状況が記載されているか。 □
業務管理者の管理監督計画が記載され、適切な監督が行われているか。 □

緊急時に連絡が取れる体制となっているか。 □
監督時間は適切であるか。 □

規則様式第７号の添付書類
管理・監督を行う業務管理者の試験合格証が添付されているか。 □

岩種は事前調査により得られた結果と一致しているか。既に採取を行っている切羽により確認
を行った場合は、現地で確認ができるか。

岩石の数量は土工計算書と一致しているか。

採取する数量は認可申請期間内に採取可能な数量であり、かつ機械設備等から判断し妥当
なものであるか。

最終高低差が基準値以内であるか。基準値を超えている場合は、基準に従った除外用の小段
が設置されているか。また、設置する小段の高さは基準値以内であるか。

隣接地との保全距離は図面等により確認でき、また保全距離はそれぞれの利用状況に応じ基
準値以上確保されているか。

起砕岩石、表土等が隣地に崩壊する恐れがある場合に、落石等防止の措置が図られている
か。

表土除去、掘削に係る面積及び数量が記載されており、それぞれの計算書と整合が図られて
いるか。



岩石の賦存の状況を示す資料が添付されているか。 □
岩石の種類・賦存の状況等が確認できるか。 □

発破規格図が添付されているか。 □
適切な発破方法であるか。 □

土堤等の構造物を設置する場合、その構造物の安定計算書が添付されているか。 □
安定計算の結果、構造物が安定していることが確認できるか。 □

土堤等の構造物を設置する場合、その構造物の構造図が添付されているか。 □
記載要領に従った事項が記載されているか。 □

切土・盛土・埋戻しの土量計算書が添付されているか。（種類ごとのもの） □
断面毎の数量が図面と一致しているか。 □
計算結果が、様式に記載されたものと一致しているか。 □

隣接地の利用状況及び採石場と隣接地との関係が分かる図面が添付されているか。 □
記載要領に従った事項が記載されているか。 □
隣接地の利用状況に応じた保全距離が確保されているか。 □

災害発生時の連絡系統図が添付され、適切な組織体制又は緊急時の連絡系統が記載されているか。 □
岩石運搬計画（規則様式第８号）

搬出主体が記載されているか。 □
運搬に用いる車両は適切か。 □
１日当たりの平均台数は適切か。過大でなく近隣に迷惑とならない台数か。 □
搬出経路が記載され、図面で確認できるか。 □
積込用機械が記載されているか。 □
製品運搬作業の時間が記載され、適切であるか。（早朝、深夜に搬出を行わないか。） □
運搬中に飛散しないための措置が図られているか。 □
粉塵の発生防止措置が図られているか。 □
公道等汚損防止措置が図られているか。 □
過積載防止措置が図られているか。 □
交通事故防止等の措置が図られているか。 □
規則様式第８号の添付書類

私道等を利用する場合、その道路の管理者の同意書が添付されているか。 □
国道、又は県道に至るまでの搬出経路が分かる図面が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
洗車場を設置する場合、その構造図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
汚濁水等処理計画（規則様式第９号）

岩石採取が段階をおって行われる場合は、段階毎の排水計画が策定されているか。 □
汚濁水発生見込量が記載されているか。 □

採石場内、放流先水路等における降雨量が記載要領に従った降雨量となっているか。 □
集水面積が、図面等で確認できるか。 □

採石場に設ける水路が、各水路毎に必要な項目が記載されているか。 □
規格、集水面積、流出量等が水理計算書、構造図等で確認でき、整合が図られているか。 □
各水路毎に、流下能力は想定流出量を満足できるものであるか。 □

採石場に設ける沈砂池が、各沈砂池毎に必要な項目が記載されているか。 □
規格、面積、貯水量等が水理計算書、構造図等で確認でき、整合が図られているか。 □
各沈砂池毎に、処理能力は対象流入量を満足しているか。 □

採石場に設ける沈殿池が、各沈殿池毎に必要な項目が記載されているか。 □
規格、面積、貯水量等が水理計算書、構造図等で確認でき、整合が図られているか。 □
各沈殿池毎に、処理能力は対象流入量を満足しているか。 □

□

凝集剤を使用する場合は、使用する薬品及び投入量が記載されているか。 □
使用する薬品、投入量は適切か。 □

外部への放流方法は適切か。 □
汚濁水処理装置の措置等の内容が記載され、処理能力は適切か。 □

□

放流先の水路等の開発前後の流出量が記載され、許容流下量以下のものであるか。 □
開発後において、許容流量以上の流出量が想定される場合、対策が講じられているか。 □

□

規則様式第９号の添付書類
排水系統図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
水理計算書が添付されているか。 □

水理計算は記載要領に従った方法により算定されているか。 □
水理計算の結果、採石場の水路の流下能力は流出量に対して安全であるか。 □
水理計算の結果、放流先の水路の流下能力は流出量に対して安全であるか。 □
水理計算の結果、沈砂池・沈殿池等は処理量に対して十分な能力のものであるか。 □

水路、沈砂池等の排水施設の構造図が添付されているか。 □
記載要領に従った事項が記載されているか。 □

沈砂池等に堆積した汚泥の堆積場所を示す図面が添付されているか。 □
排水先の水路が用水路等である場合、その管理者の同意書が添付されているか。 □

採取跡地整備計画（規則様式第１０号）
保全区域の崩壊防止の措置が必要な場合、その措置が講じられているか。 □
残壁の崩壊等を防止する措置が図られているか。 □
掘削後の残壁の勾配は基準値以内であるか。 □
掘削後残壁に小段が設けられ、その幅、設置する高さ等は基準値を満たしているか。 □

貯留施設への流水経路が記載され、図面等から確認でき、また図面等と整合が図られている
か。

沈砂池等に堆積した汚泥の堆積場所、乾燥の方法、堆積後の処理方法が記載されているか。

放流先の水路等が記載され、放流先の水路が用水路等である場合は、水路管理者の同意が
得られているか。



採石場内への進入防止措置が図られているか。 □
採取跡地が窪地等である場合に、転落防止措置が図られているか。 □
跡地の埋め立てを行うか。 有　・ 無

行う場合に必要な措置が講じられているか。 □
跡地の緑化を行い、緑化計画が記載されているか。 □
岩石採取が段階をおって行われる場合は、段階毎の緑化計画が策定されているか。 □
規則様式第１０号の添付書類

採取跡地に土留等の施設を設ける場合は、その構造計算書が添付されているか。 □
安定計算の結果、構造物が安定していることが確認できるか。 □

採取跡地に土留等の施設を設ける場合は、その構造図が添付されているか。 □
記載要領に従った事項が記載されているか。 □

緑化計画に係る図面が添付されているか。 □
記載要領に従った事項が記載されているか。 □

廃土等堆積計画（規則様式第１１号）
堆積場の設置場所は適切か。 □
地盤面の整地が必要な場合に、その措置が講じられているか。 □
堆積の形状が記載され、その形状は適切であるか。 □
堆積する廃土等の性状が記載されているか。 □
堆積方法が記載され、適切な方法であるか。 □

１層毎の堆積高さは適切であるか。 □
土留め施設を設ける場合は、その内容が記載されているか。 □
発生する廃土等の性状が記載されているか。 □
仮置を行うか。 □
処理方法が記載されているか。 □
洗浄のための施設に、必要な事項が記載されているか。 □
脱水ケーキを堆積する場合に、その安定化措置が行われ、適切なものであるか。 □
仮置を行うか。 □
脱水ケーキ、処理土等が環境関係法令に適合していることが確認されいているか。 □
場外水を排除する水路施設を設置する場合は、その規模、構造が記載されているか。 □

水理計算書等により、適切な規模であることが確認できるか。 □
場内水を排除する水路施設を設置する場合は、その規模、構造が記載されているか。 □

水理計算書等により、適切な規模であることが確認できるか。 □
沈殿池等を設置する場合は、その規格等が記載されているか。 □
粉塵防止等の措置が図られているか。 □
堆積場の維持管理のための措置が講じられているか。 □

計測施設は設置されているか。 □
点検内容が適切であり、記録簿の保管状況は適切か。 □

規則様式第１１号の添付書類
堆積場の位置図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
堆積場の平面図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
堆積場の横断図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
堆積場の縦断図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
堆積場の標準断図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
汚泥処理に関して、保健所等に提出した書類が添付されているか。

□

廃土・廃石の発生計算書が添付されているか。 □
廃土・廃石（脱水ケーキの処理土）の堆積安定計算書が添付されているか。 □

安定計算の結果、堆積物が安定していることが確認できるか。 □
堆積場内の排水系統図が添付されているか。 □

記載要領に従った事項が記載されているか。 □
水理計算書が添付されているか。 □

水理計算は記載要領に従った方法により算定されているか。 □
水理計算の結果、採石場の水路の流下能力は流出量に対して安全であるか。 □
水理計算の結果、放流先の水路の流下能力は流出量に対して安全であるか。 □
水理計算の結果、沈砂池・沈殿池等は処理量に対して十分な能力のものであるか。 □

土留施設、水路、沈砂池等の排水施設の構造図が添付されているか。 □
記載要領に従った事項が記載されているか。 □

脱水ケーキ（処理土等）が産業廃棄物でないことの確認を受けたことを証する書面が添付さ
れているか。


